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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人強化プラスチック協会(JRPS)，日本

プラスチック工業連盟(JPIF)及び財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を

制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格で

ある。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権及び出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責

任はもたない。 

JIS K 7016 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS K 7016-1 第 1 部：総則 

JIS K 7016-2 第 2 部：接触圧成形及びスプレーアップ成形 

JIS K 7016-4 第 4 部：プリプレグの成形 

JIS K 7016-5 第 5 部：フィラメントワインディング成形 

JIS K 7016-8 第 8 部：SMC 及び BMC の圧縮成形 
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繊維強化プラスチック－試験板の作り方－ 
第 4 部：プリプレグの成形 

Fibre-reinforced plastics－Methods of producing test plates－ 
Part 4: Moulding of prepregs 

 
序文 

この規格は，2005 年に第 1 版として発行された ISO 1268-4 を基に，技術的内容を変更して作成した日

本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，樹脂をあらかじめ含浸した一方向強化繊維又は織物（以下，プリプレグという。）を積層し，

温度及び圧力を加える各種の成形装置（例えば，オートクレーブ，プレスクレーブ，プレス，バキュウム

バッグなど）を用いて試験板を作製する方法について規定する。この方法は，すべての強化繊維，織物な

ど（以下，強化材という。）及び樹脂に適用する。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 1268-4:2005，Fibre-reinforced plastics－Methods of producing test plates－Part 4: Moulding of 

prepregs (MOD) 

なお，対応の程度を表す記号 (MOD) は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，修正していることを示

す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 7052 ガラス長繊維強化プラスチック－プリプレグ，成形材料及び成形品－ガラス長繊維及び

無機充てん材含有率の求め方－焼成法 

注記 対応国際規格：ISO 1172，Textile-glass-reinforced plastics－Prepregs, moulding compounds and 

laminates－Determination of the textile-glass and mineral-filler content－Calcination methods 

(MOD) 

JIS K 7053 ガラス長繊維強化プラスチック－空洞率の求め方－強熱減量による方法，気泡を破壊す

る方法及び気泡を数える方法 

注記 対応国際規格：ISO 7822，Textile glass reinforced plastics－Determination of void content－Loss on 

ignition, mechanical disintegration and statistical counting methods (MOD) 


